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 共同研究 � 日本人による太平洋の民族誌的コレクション形成と活用に関する研究―国立民族学博物館所蔵朝枝利男コレクションを中心に（2021－2023年度）

丹羽 典生

太平洋地域の古写真資料群に関する分析から
日本人の太平洋コレクション形成を探る

　筆者が今回はじめる共同研究「日本人による太平洋の民族
誌的コレクション形成と活用に関する研究」は、国立民族学
博物館所蔵の朝枝利男コレクションを中心に日本人の太平洋
資料との関わりを研究するものである。同コレクションは、
太平洋に関する写真約6千点及び探検のさなかにつけられた
日記や描かれた絵画などの付属資料からなる。アメリカで結
成された探検隊の一員として朝枝が残したこれらの記録は、
失われた自然や文化を今に伝える貴重な資料となっている。
しかしヨーロッパ・日本・アメリカに資料が散在しているた
め十全に整理・分析されてこなかったこと、太平洋地域の研
究者の精査を経ていないことから、コレクションは十分に活
用されていない。あるいは活用するための研究上の整備が不
十分なまま置かれているというべきかもしれない。
　実際、写真が撮影されたのが1930年代と人類学関連分野
では現在の主流な学問の流れと隔離していること、探検隊を
率いた人物は公的機関所属の研究者ではなくアメリカの大富
豪であったことなどは、コレクションが一昔前の世界に属し
ていることを物語ってもいよう。十全な学術利用に遅れをも
たらした背景要因であることは間違いない。本共同研究は、
そうしたもろもろの問題点を突破し、資料を研究の素材とす
るための試みである。
　朝枝利男コレクションの面白さに気がついた筆者は、国立
民族学博物館が先導していたフォーラム型情報ミュージアム
のプロジェクト（以下、フォーラム型プロジェクト）の枠組
みを活用して、2018年度より2年間にわたりコレクション
に含まれる膨大な写真資料をデータベース化する作業を開始
した（「民博所蔵「朝枝利男コレクション」のデータベース
の構築――オセアニア資料を中心に」）。今回はじめる共同研
究は、この公開予定のデータベースに基づきコレクションの
資料的特質の解明をもくろむものである。そう書くと堅苦し
くなるかもしれないが、有り体にいうと、国内外の専門家を
招いて行ったデータベース構築作業は非常に充実したもので
あり、その作業のなかで蓄積された写真資料に関する調査報
告を文章化しないままにとどめておくのはもったいないと考
えたということである。

共同研究を通じて考えたいこと
　共同研究の進め方としては、以下を想定している。まず太
平洋の歴史と文化に通じた研究者が参集して、コレクション

の人類学的・民族学的な情報と過去の活用履歴を精査するこ
とからはじめる。各写真資料の撮影年・撮影場所及び探検隊
の名称の確認作業はある程度済んでおり、データベースに記
載してある。しかるに被写体の調査についてはまだ不十分で
ある。専門家の精査をまつことで、写真を一層深く読み込む
ことがかなうのだ。
　同時にコレクションの総体としての意義についても考えて
いきたい。先述したように朝枝利男が関わる資料は世界各地
に散在している。ほかならぬ本館に残されている資料は、そ
のうち朝枝が個人的に選別して残した、彼との関わりの深い
ものという側面がある。そこで本共同研究会では、日本人に
よる太平洋資料コレクションの収集史という視点から、本館
の朝枝利男コレクションを近代日本における太平洋資料収集

標本採集中の朝枝利男（ハワイ・カウアイ島、1936年11月、撮影者不詳、
データ番号 X0078533、国立民族学博物館朝枝利男コレクション）。
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の歴史に位置付ける作業を行いたい。
　日本人の太平洋での収集に関しては、やはり植民地との関
わりからミクロネシア中心で研究が進んできた印象がある。
共同研究では、ポリネシアとメラネシアをふくめて、ひろく
太平洋の島嶼地域のなかで日本近代におけるコレクション形
成の関わりの一端を読み解いていくことを目指している。こ
の作業に当たりこれまでのフォーラム型プロジェクトで培っ
てきた海外の博物館とのネットワーク（朝枝利男コレクショ
ンとかかわる資料を収蔵する博物館・研究機関の学芸員）か
らの助力を得ることができるのは大きな励みとなっている。
　やや大風呂敷をひろげると、関連コレクションを有する欧
米の博物館、収集された側の太平洋の人びとの知見を加味し
て、大航海時代以降に形成された日本人による太平洋コレク
ションの特質と問題点の解明の一助にならないかと期待して
いる。そのため必然的に収集行為に関わる倫理的側面が論点
として関わってこよう。実際、朝枝利男コレクションのなか
には、現在であれば撮影により厳しい倫理的判断が迫られる
写真（たとえば、墓地・埋葬地の様子や病人の姿など）も、
わずかながら含まれているからである。本共同研究では中心
的主題とならないであろうが、近年盛んに議論されている重
要な点なので、将来的な研究のためにも丁寧に記録を整理し
ていきたい。実際、筆者が見た限りでは、海外の博物館に収
蔵されている探検隊記録には見つからない、人骨の収集の過
程が朝枝利男コレクションでは活写されている可能性がある
のだ。

共同研究を通じて目指すもの
　最後に本共同研究を通じて何を目指しているのか述べたい。
研究会をはじめた際のつねとして、かなり野心的に記すこと
をお許し頂きたい。ひとつめは、日本における太平洋地域コ
レクション形成史の一端を解明することである。日本の植民
地であったミクロネシアに偏重していたコレクション形成史
について、太平洋全体の視点からその歴史的特徴についてあ
る程度の見取り図が描けないかと期待している。これは太平
洋の日本植民地史にモノの視点から光を当てる近年の人文系
の研究領域に対する貢献も意識している。
　ふたつめは、伝統文化の復元と現在の文化への創発を促す
ことである。写真資料を中心とする共同研究であるため、太
平洋地域の伝統文化の姿を比較的容易に可視化できる。文字

記録だけではイメージが浮かびにくい事象への視覚的な理解
が可能となるわけである。そうした画像・映像には、急激な
社会変化の結果として失われた伝統文化の要素（入れ墨、カ
ヌー、埋葬、舞踊等）も、数多く含まれている。それらは、
近年先住民の文化として再評価されており、将来的には文化
復興に活用される可能性が含まれている。
　本研究は過去の正確な再現だけではなく、現在それらが現
地の人にどう認識され、政治や芸術の分野でいかに創発的に
活用されていくかまで射程にいれている。実際、フォーラム
型プロジェクトの段階では、ソロモン諸島の博物館での展示
を計画していた。展示案はすでに完成し、あとは実行するだ
けとなった段階で、新型コロナウイルス感染症の世界的拡大
がはじまってしまった。共同研究会の期間のあいだに世界の
混乱が収まり、中途で頓挫している展示の計画が再開するこ
とも密かに願っている。
　みっつめは、国際的な発信とその波及効果があげられる。
欧米の博物館には本館の朝枝利男コレクションと関連する収
蔵資料があるが、十分に活用されていない現状にあることは
すでに触れた。本研究を通じて、これらのコレクションを過
去の社会を分析する際の基盤となる重要な資料へと転換する
ことができるのだ。ここではまさに基盤研究の推進を通じた、
国際的な研究成果の波及が文字通りの意味で接近可能となる
のである。
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